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岡本 庄三 議員のここが聞きたい!

質
問
　
先
月
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時
情
報
「
巨
大
地
震
注
意
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
公
共
交
通
機

関
の
運
休
や
海
水
浴
場
等
が
閉

鎖
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
発
表

さ
れ
た
期
間
が
連
休
及
び
お
盆

と
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国

的
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
経
済

的
に
も
大
き
な
損
失
と
な
り
ま

し
た
。

　
当
地
域
に
お
い
て
は
、
一
時
、

ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
等
か
ら

飲
料
水
が
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
改
め
て
大
規
模
災

害
に
対
す
る
危
機
管
理
、
心
構

え
を
再
認
識
す
る
機
会
に
も
な

り
ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
、

水
と
電
気
の
確
保
、
復
旧
は
非

常
に
重
要
で
す
。
特
に
飲
料
水

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
行
政
分

野
の
役
割
が
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
各
地
域
に
よ
り
水
源
が
違

う
の
で
、
状
況
も
異
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
印
南
町
に
お
け
る

飲
料
水
の
確
保
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
計
画
に
よ
り
対
策
を

行
い
ま
す
か
。

答
弁

　総
務
課
長

　
国
の
中
央
防
災
会
議
で
す
が
、

家
庭
内
備
蓄
は
１
週
間
以
上
、

発
災
後
３
日
目
ま
で
は
家
庭
等

の
備
蓄
と
自
治
体
で
対
応
し
、

４
日
目
か
ら
は
国
か
ら
の
プ
ッ

シ
ュ
型
支
援
に
よ
る
対
応
で
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
県
は
、
３
日

間
は
県
外
か
ら
の
支
援
が
な
く

て
も
自
立
で
き
る
よ
う
備
蓄
割

合
を
住
民
、
町
、
県
、
そ
れ
ぞ

れ
１:

１:

１
と
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
基
本
と
し
、
町
の

飲
料
水
確
保
は
１
人
当
た
り
１

日
２
Ｌ
を
目
安
と
し
て
現
在
、

飲
料
水
１
万
６
，
０
０
０
Ｌ
を

町
内
の
備
蓄
倉
庫
に
備
蓄
。
必

要
と
さ
れ
る
飲
料
水
は
人
口
８
，

０
０
０
人
╳
３
日
分
╳
２
Ｌ
で

４
万
８
，
０
０
０
Ｌ
と
想
定
し
、

不
足
分
３
万
２
，
０
０
０
Ｌ
に

つ
い
て
は
、
応
急
給
水
及
び
株

式
会
社
ナ
カ
ヱ
様
と
の
災
害
協

定
で
補
う
計
画
で
す
。

答
弁

　生
活
環
境
課
長

　
浄
水
場
等
で
の
飲
料
水
の
確

保
、
必
要
に
応
じ
仮
設
給
水
所

の
設
置
並
び
に
水
道
施
設
の
被

害
調
査
及
び
災
害
対
策
を
行
う

こ
と
。
実
際
に
仮
設
給
水
を
行

う
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

規
模
や
箇
所
、
給
水
需
要
の
把

握
、
資
機
材
の
確
保
、
給
水
作

業
従
事
者
の
確
保
、
必
要
に
応

じ
関
係
機
関
へ
の
応
援
要
請
、

そ
れ
に
伴
う
受
援
体
制
の
構
築
、

各
種
情
報
の
収
集
・
報
告
・
共

有
な
ど
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問
　
稲
原
地
区
に
は
尻
掛
川

池
が
あ
り
ま
す
。
活
用
を
考
え

た
場
合
、
池
の
そ
の
堰
堤
の
改

修
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
だ
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
辺
の
考
え
方
に

つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
け
ま
す

か
。

答
弁

　建
設
課
長

　
防
災
重
点
た
め
池
の
機
能
と

し
て
こ
れ
か
ら
改
修
が
必
要
か

ど
う
か
、
今
年
度
、
計
画
概
要

書
を
作
成
す
る
計
画
で
す
。
こ

れ
が
そ
の
飲
料
水
の
確
保
と
ど

う
つ
な
が
る
か
と
い
う
と
こ
ろ

は
、
ま
だ
、
未
定
で
す
が
、
防

災
重
点
た
め
池
と
い
う
観
点
か

ら
は
、
た
め
池
の
改
修
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
計
画
概
要
書
の

中
で
、
計
画
を
こ
れ
か
ら
し
て

い
く
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

防
災
に
つ
い
て

岡本 庄三
議員

令和6年 第3回定例会 【9月議会】

　
９
月
定
例
会
は
12
日
に
開
会
。

議
案
14
件
、
報
告
１
件
、
発
委
１

件
。
議
案
は
す
べ
て
可
決
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
決
算
認
定

８
件
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会

に
付
託
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
19

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

議
案
審
議

議案内容

印南町国民健康保険条例の一部改正について

令和６年度印南町一般会計補正予算(第２号)について

令和６年度印南町国民健康保険事業特別会計補正予算

(第２号)について

令和６年度印南町後期高齢者医療特別会計補正予算(第１

号)について

令和６年度印南町介護保険事業特別会計補正予算(第１

号)について

令和６年度印南町水道事業会計補正予算(第２号)について

権利の放棄について

字の区域変更について

工事請負契約の変更について

工事請負契約の変更について

工事請負契約の変更について

工車請負契約について

工事請負契約について

工事請負契約について

令和５年度財政健全化判断比率及び資金不足比率について

国土強靱化の強力かつ計画的な推進を求める意見書の提

出について

42

51

52

53

54

55

43

44

45

46

47

48

49

50

2
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番号

議案に対する各議員の賛否
種
類

堀

　口

前

　田

榎

　本

玉

　置

杉

　谷

古

　川

片

　山

中

　島
　谷

岡

　本

木

　村

黒

　井

〇=賛成　　×=反対
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岡本 庄三 議員のここが聞きたい!

質
問
　
先
月
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時
情
報
「
巨
大
地
震
注
意
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
公
共
交
通
機

関
の
運
休
や
海
水
浴
場
等
が
閉

鎖
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
発
表

さ
れ
た
期
間
が
連
休
及
び
お
盆

と
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国

的
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
経
済

的
に
も
大
き
な
損
失
と
な
り
ま

し
た
。

　
当
地
域
に
お
い
て
は
、
一
時
、

ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
等
か
ら

飲
料
水
が
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
改
め
て
大
規
模
災

害
に
対
す
る
危
機
管
理
、
心
構

え
を
再
認
識
す
る
機
会
に
も
な

り
ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
、

水
と
電
気
の
確
保
、
復
旧
は
非

常
に
重
要
で
す
。
特
に
飲
料
水

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
行
政
分

野
の
役
割
が
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
各
地
域
に
よ
り
水
源
が
違

う
の
で
、
状
況
も
異
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
印
南
町
に
お
け
る

飲
料
水
の
確
保
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
計
画
に
よ
り
対
策
を

行
い
ま
す
か
。

答
弁

　総
務
課
長

　
国
の
中
央
防
災
会
議
で
す
が
、

家
庭
内
備
蓄
は
１
週
間
以
上
、

発
災
後
３
日
目
ま
で
は
家
庭
等

の
備
蓄
と
自
治
体
で
対
応
し
、

４
日
目
か
ら
は
国
か
ら
の
プ
ッ

シ
ュ
型
支
援
に
よ
る
対
応
で
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
県
は
、
３
日

間
は
県
外
か
ら
の
支
援
が
な
く

て
も
自
立
で
き
る
よ
う
備
蓄
割

合
を
住
民
、
町
、
県
、
そ
れ
ぞ

れ
１:

１:

１
と
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
基
本
と
し
、
町
の

飲
料
水
確
保
は
１
人
当
た
り
１

日
２
Ｌ
を
目
安
と
し
て
現
在
、

飲
料
水
１
万
６
，
０
０
０
Ｌ
を

町
内
の
備
蓄
倉
庫
に
備
蓄
。
必

要
と
さ
れ
る
飲
料
水
は
人
口
８
，

０
０
０
人
╳
３
日
分
╳
２
Ｌ
で

４
万
８
，
０
０
０
Ｌ
と
想
定
し
、

不
足
分
３
万
２
，
０
０
０
Ｌ
に

つ
い
て
は
、
応
急
給
水
及
び
株

式
会
社
ナ
カ
ヱ
様
と
の
災
害
協

定
で
補
う
計
画
で
す
。

答
弁

　生
活
環
境
課
長

　
浄
水
場
等
で
の
飲
料
水
の
確

保
、
必
要
に
応
じ
仮
設
給
水
所

の
設
置
並
び
に
水
道
施
設
の
被

害
調
査
及
び
災
害
対
策
を
行
う

こ
と
。
実
際
に
仮
設
給
水
を
行

う
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

規
模
や
箇
所
、
給
水
需
要
の
把

握
、
資
機
材
の
確
保
、
給
水
作

業
従
事
者
の
確
保
、
必
要
に
応

じ
関
係
機
関
へ
の
応
援
要
請
、

そ
れ
に
伴
う
受
援
体
制
の
構
築
、

各
種
情
報
の
収
集
・
報
告
・
共

有
な
ど
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問
　
稲
原
地
区
に
は
尻
掛
川

池
が
あ
り
ま
す
。
活
用
を
考
え

た
場
合
、
池
の
そ
の
堰
堤
の
改

修
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
だ
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
辺
の
考
え
方
に

つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
け
ま
す

か
。

答
弁

　建
設
課
長

　
防
災
重
点
た
め
池
の
機
能
と

し
て
こ
れ
か
ら
改
修
が
必
要
か

ど
う
か
、
今
年
度
、
計
画
概
要

書
を
作
成
す
る
計
画
で
す
。
こ

れ
が
そ
の
飲
料
水
の
確
保
と
ど

う
つ
な
が
る
か
と
い
う
と
こ
ろ

は
、
ま
だ
、
未
定
で
す
が
、
防

災
重
点
た
め
池
と
い
う
観
点
か

ら
は
、
た
め
池
の
改
修
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
計
画
概
要
書
の

中
で
、
計
画
を
こ
れ
か
ら
し
て

い
く
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

防
災
に
つ
い
て

岡本 庄三
議員
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谷 章資 議員 のここが聞きたい!

質
問
　
地
震
、
台
風
等
、
災
害

の
発
生
が
他
人
事
で
は
な
く
自

分
達
の
ま
わ
り
で
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
先
日
、
能
登
方
面
の
地

震
に
よ
る
被
災
地
を
見
て
ま
わ

り
復
興
は
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば

で
す
が
、
仮
設
ト
イ
レ
、
洗
面

の
整
備
、
徹
底
に
感
心
し
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
、
稲
原
防
災
セ
ン
タ
ー

が
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
な
ら
ば
必
要
不
可
欠
な

水
、
食
料
は
当
然
と
し
て
ト
イ

レ
問
題
が
起
り
ま
す
。
周
知
の

と
お
り
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の
ト

イ
レ
は
和
式
で
高
齢
化
が
進
む

印
南
町
で
は
、
今
後
利
用
困
難

な
方
が
必
然
的
に
出
て
き
ま
す
。

　
災
害
時
に
お
け
る
仮
設
洋
式

ト
イ
レ
の
整
備
も
当
然
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
ト
イ
レ
改
修
は
地
域
住
民
の

声
で
も
あ
り
、
今
進
め
て
い
く

事
が
将
来
の
為
に
、
必
要
不
可

欠
な
の
で
す
。
　
　

　
早
急
に
対
策
を
検
討
し
て
頂

き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

答
弁

　総
務
課
長

　
災
害
時
に
お
い
て
は
、
避
難

所
の
水
、
食
料
、
電
気
、
ト
イ

レ
等
の
維
持
管
理
が
最
優
先
課

題
に
な
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
よ
り
、
５
年
計

画
で
避
難
場
所
の
機
能
強
化
等

を
実
施
し
て
い
る
と
共
に
、
高

齢
者
へ
配
慮
し
た
避
難
所
の
利

便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
災
害
時
の
仮
設
ト
レ
イ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
避
難
所
の
ト
イ

レ
機
能
が
不
能
に
な
っ
た
場
合

を
想
定
し
万
全
な
対
策
を
自
主

防
災
会
と
共
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
稲
原
防
災
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ

レ
改
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
避

難
所
の
運
営
等
を
地
域
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
維
持
管
理
を

含
め
、
検
討
し
て
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問
　
能
登
の
災
害
状
況
を
見

て
分
か
っ
た
事
で
す
が
、
建
物

の
損
壊
が
な
い
状
態
な
の
に
仮

設
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
地
震
に
よ
り
浄
化
槽
が
陥
没

し
て
し
ま
う
と
い
う
事
を
認
識

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　
印
南
町
に
は
集
落
排
水
の
エ

リ
ア
が
３
ヶ
所
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。

　
そ
の
点
も
考
慮
し
て
頂
き
、

町
民
が
避
難
生
活
を
安
全
、
安

心
に
過
ご
せ
る
よ
う
宜
し
く
ご

検
討
下
さ
い
。

答
弁

　総
務
課
長
　

　
幾
つ
か
の
ご
指
摘
あ
る
い
は
、

ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
も
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

谷 章資
議員

稲
原
防
災
セ
ン
タ
ー
の

 

洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
に
つ
い
て

有事の際は避難所となる稲原防災センター

榎本 一平 議員のここが聞きたい!

質
問
　
米
を
買
い
に
行
っ
て
も
、

店
の
店
頭
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
米
不
足
の
原
因
は
政
府
の
米

の
減
反
政
策
に
あ
り
ま
す
。

　
町
民
の
方
か
ら
役
場
に
対
し

て
相
談
や
問
い
合
わ
せ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

答
弁

　企
画
産
業
課
長

　
企
画
産
業
課
を
は
じ
め
関
係

各
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
日

高
管
内
の
消
費
者
相
談
窓
口
で

あ
る
日
高
地
域
消
費
者
生
活
相

談
窓
口
に
確
認
し
ま
し
た
が
、

相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

質
問
　
８
月
２
日
、
気
象
庁
が

６
月
〜
８
月
の
平
均
気
温
が
昨

年
と
比
べ
１
８
９
８
年
の
統
計

開
始
以
来
最
も
暑
か
っ
た
、
と

発
表
し
ま
し
た
。

　
町
が
管
理
す
る
施
設
で
涼
し

い
場
所
を
提
供
す
る
、
ス
ペ
ー

ス
を
開
放
す
る
、
と
い
う
手
立

て
は
取
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
取
っ

て
い
な
け
れ
ば
検
討
が
必
要
で

は
な
い
で
す
か
。

答
弁

　住
民
福
祉
課
長

　「
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
」

の
指
定
は
、
現
在
、
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
今
後
、
民
間
施
設
等
で
の
設

定
の
可
能
性
も
含
め
、
関
係
各

所
と
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

質
問
　
全
国
各
地
で
水
道
、
河

川
な
ど
か
ら
発
が
ん
性
物
質
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
ピ
ー
フ
ァ
ス

と
呼
ば
れ
る
化
学
物
質
が
検
出

さ
れ
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ピ
ー
フ
ァ
ス
と
は
「
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
」
の
総
称
で
、
フ
ラ

イ
パ
ン
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

身
近
に
存
在
し
ま
す
。

　
当
町
で
は
水
源
に
ピ
ー
フ
ァ

ス
が
発
生
す
る
条
件
や
環
境
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
弁

　生
活
環
境
課
長

　
現
在
、
印
南
浄
水
場
の
水
源
、

他
の
浄
水
場
の
水
源
に
お
い
て
、

近
隣
周
辺
に
汚
染
が
懸
念
さ
れ

る
施
設
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
　
水
道
水
な
ど
の
ピ
ー
フ
ァ

ス
の
水
質
検
査
に
つ
い
て
の
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
弁

　生
活
環
境
課
長

　
水
道
水
は
令
和
３
年
度
か
ら

各
上
水
道
系
統
ご
と
に
年
１
回

の
ピ
ー
フ
ァ
ス
検
査
を
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
検
出
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

米
不
足
で
町
民
の
方
か
ら

　  

相
談
は
受
け
て
い
な
い
か

榎本 一平
議員

厳
し
い
暑
さ
か
ら
町
民
の

命
を
守
る
取
り
組
み
を

ピ
ー
フ
ァ
ス

　
　問
題
を
問
う
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谷 章資 議員 のここが聞きたい!

質
問
　
地
震
、
台
風
等
、
災
害

の
発
生
が
他
人
事
で
は
な
く
自

分
達
の
ま
わ
り
で
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
先
日
、
能
登
方
面
の
地

震
に
よ
る
被
災
地
を
見
て
ま
わ

り
復
興
は
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば

で
す
が
、
仮
設
ト
イ
レ
、
洗
面

の
整
備
、
徹
底
に
感
心
し
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
、
稲
原
防
災
セ
ン
タ
ー

が
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
な
ら
ば
必
要
不
可
欠
な

水
、
食
料
は
当
然
と
し
て
ト
イ

レ
問
題
が
起
り
ま
す
。
周
知
の

と
お
り
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の
ト

イ
レ
は
和
式
で
高
齢
化
が
進
む

印
南
町
で
は
、
今
後
利
用
困
難

な
方
が
必
然
的
に
出
て
き
ま
す
。

　
災
害
時
に
お
け
る
仮
設
洋
式

ト
イ
レ
の
整
備
も
当
然
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
ト
イ
レ
改
修
は
地
域
住
民
の

声
で
も
あ
り
、
今
進
め
て
い
く

事
が
将
来
の
為
に
、
必
要
不
可

欠
な
の
で
す
。
　
　

　
早
急
に
対
策
を
検
討
し
て
頂

き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

答
弁

　総
務
課
長

　
災
害
時
に
お
い
て
は
、
避
難

所
の
水
、
食
料
、
電
気
、
ト
イ

レ
等
の
維
持
管
理
が
最
優
先
課

題
に
な
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
よ
り
、
５
年
計

画
で
避
難
場
所
の
機
能
強
化
等

を
実
施
し
て
い
る
と
共
に
、
高

齢
者
へ
配
慮
し
た
避
難
所
の
利

便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
災
害
時
の
仮
設
ト
レ
イ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
避
難
所
の
ト
イ

レ
機
能
が
不
能
に
な
っ
た
場
合

を
想
定
し
万
全
な
対
策
を
自
主

防
災
会
と
共
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
稲
原
防
災
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ

レ
改
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
避

難
所
の
運
営
等
を
地
域
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
維
持
管
理
を

含
め
、
検
討
し
て
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問
　
能
登
の
災
害
状
況
を
見

て
分
か
っ
た
事
で
す
が
、
建
物

の
損
壊
が
な
い
状
態
な
の
に
仮

設
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
地
震
に
よ
り
浄
化
槽
が
陥
没

し
て
し
ま
う
と
い
う
事
を
認
識

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　
印
南
町
に
は
集
落
排
水
の
エ

リ
ア
が
３
ヶ
所
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。

　
そ
の
点
も
考
慮
し
て
頂
き
、

町
民
が
避
難
生
活
を
安
全
、
安

心
に
過
ご
せ
る
よ
う
宜
し
く
ご

検
討
下
さ
い
。

答
弁

　総
務
課
長
　

　
幾
つ
か
の
ご
指
摘
あ
る
い
は
、

ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
も
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

谷 章資
議員

稲
原
防
災
セ
ン
タ
ー
の

 
洋
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

◎
中
島
　
　
洋

○
古
川
　
　
眞

黒
井
　
美
晴

榎
本
　 

一 

平

杉
谷
　
考
祥

前
田
　
憲
男

◎委員長
○副委員長

　
総
務
産
建
常
任
委
員
会
で

は
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
と

し
て
「
防
災
に
つ
い
て
」
を

調
査
す
る
た
め
に
、
能
登
半

島
地
震
の
災
害
派
遣
さ
れ
た

職
員
か
ら
災
害
派
遣
活
動
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

【
日
時
】

　
令
和
６
年
８
月
20
日（
火
）

　
印
南
町
で
は
、
総
務
課
職
員

１
名
、
企
画
産
業
課
職
員
３
名
、

住
民
福
祉
課
職
員
１
名
、
建
設

課
職
員
１
名
、
生
活
環
境
課
職

員
１
名
の
合
計
７
名
の
職
員
が

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
派
遣
さ
れ
た
職
員
は
、
リ
エ

ゾ
ン
業
務
（
連
絡
調
整
員
）
や
、

避
難
所
運
営
支
援
業
務
、
住
家

被
害
認
定
調
査
業
務
、
公
費
解

体
受
付
支
援
業
務
、
り
災
証
明

発
行
支
援
業
務
と
各
種
業
務
に

従
事
し
ま
し
た
。

　
リ
エ
ゾ
ン
業
務
で
は
、
能
登

町
の
災
害
対
応
に
関
す
る
情
報

の
和
歌
山
県
危
機
管
理
局
へ
の

報
告
、
和
歌
山
県
の
避
難
所
支

援
要
員
の
受
け
入
れ
、
案
内
、

後
方
支
援
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

避
難
所
運
営
支
援
業
務
で
は
、

避
難
所
で
の
食
事
の
配
膳
や
、

各
支
援
物
資
毎
の
仕
分
け
等
を

行
い
ま
し
た
。

　
避
難
所
で
は
、
避
難
者
も
ス

ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
お
り
、
さ

さ
い
な
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な

り
や
す
い
印
象
が
あ
り
、
職
員

は
聞
き
役
に
徹
す
る
の
が
必
要

と
感
じ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で

は
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
と

し
て
「
一
般
廃
棄
物
の
処
理

に
つ
い
て
」
を
調
査
す
る
た

め
に
、
生
活
環
境
課
長
か
ら

町
内
の
ご
み
処
理
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
た
後
、
御
坊

広
域
清
掃
セ
ン
タ
ー
を
視
察

し
ま
し
た
。

【
日
時
】

　
令
和
６
年
８
月
７
日（
水
）

　
御
坊
広
域
清
掃
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
、
令
和
２
年
10
月
に
工

事
が
始
ま
り
、
こ
の
春
に
完
成

し
た
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
施
設
整
備
及
び
ご
み
焼

却
施
設
基
幹
的
設
備
改
良
工
事

の
完
成
後
の
施
設
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
施
設
を
建
設
し
、
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
を
、
製
紙
工
場
の

ボ
イ
ラ
ー
燃
料
に
資
源
化
す
る

目
的
で
加
工
し
て
お
り
、
廃
プ

ラ
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
に
資

す
る
事
業
や
ご
み
処
理
施
設
の

基
幹
的
な
整
備
を
改
良
し
、
二

酸
化
炭
素
削
減
対
策
な
ど
環
境

に
、
よ
り
優
し
い
ご
み
処
理
に

努
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

総
務
産
建
常
任
委
員
会
報
告

◎
木
村
　
栄  

一

○
谷
　
　
章
資

玉
置
　
克
彦

岡
本
　
庄
三

　
山
　
智
文

堀
口
　
晴
生

◎委員長
○副委員長

委員会活動報告 古川 眞 議員のここが聞きたい!

質
問
　
10
月
か
ら
島
田
区
（
紀

ノ
郷
）
の
地
籍
調
査
を
開
始
す

る
と
聞
き
ま
し
た
。
紀
ノ
郷
は

別
荘
が
多
く
、
町
外
の
所
有
者

が
多
数
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

紀
ノ
郷
に
隣
接
し
て
い
る
土
地

も
未
調
査
に
な
っ
て
い
る
た
め

地
元
民
が
心
配
し
て
い
ま
す
。

質
問
し
ま
す
。
紀
ノ
郷
関
係
で

町
外
所
有
者
は
何
筆
あ
り
ま
す

か
。

答
弁

　建
設
課
長

　
今
年
度
の
調
査
面
積
は
０
．

６
８
㎢
、
調
査
す
る
小
字
は
橘

谷
、
瀧
谷
、
中
ノ
谷
、
滝
ノ
岡

の
一
部
、
六
ツ
松
の
一
部
で
、

紀
ノ
郷
別
荘
地
は
字
　
滝
ノ
岡

と
六
ツ
松
の
一
部
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
の
調
査
筆
数
は
１
０

８
９
筆
で
、
町
外
所
有
者
の
筆

数
は
７
０
１
筆
で
す
。

質
問
　
町
外
所
有
者
へ
の
連
絡

は
ど
の
よ
う
に
し
ま
し
た
か
。

答
弁

　建
設
課
長

　
ま
ず
、
法
務
局
に
あ
る
登
記

簿
の
所
有
者
氏
名
・
住
所
を
基

に
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
等
を
市

町
村
に
請
求
し
ま
す
。

　
所
有
者
が
転
出
し
て
い
る
場

合
は
、
転
出
先
の
市
町
村
に
再

度
、
戸
籍
謄
本
を
請
求
し
ま
す
。

　
所
有
者
が
逝
去
し
て
い
る
場

合
は
、
戸
籍
謄
本
を
基
に
相
続

人
を
調
査
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
ら
の
調
査
は
、
現
地
立
会
い

を
行
う
約
２
年
前
か
ら
開
始
し
、

最
終
的
に
調
査
し
た
住
所
に
現

地
立
会
い
の
通
知
を
送
付
し
ま

す
。

質
問
　
今
回
の
地
籍
調
査
で
何

パ
ー
セ
ン
ト
の
町
外
所
有
者
が

立
会
い
に
参
加
さ
れ
ま
す
か
。

答
弁

　建
設
課
長
　

　
紀
ノ
郷
別
荘
地
の
立
会
い
は

９
月
25
日
か
ら
開
始
す
る
予
定

で
す
が
、
現
時
点
で
何
％
参
加

す
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
９
月
３
日
付
で
土
地
所
有
者

や
相
続
人
に
現
地
立
会
い
の
案

内
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
現
在

ま
で
に
日
程
の
確
認
、
遠
方
や

高
齢
の
た
め
委
任
状
を
提
出
し

た
い
な
ど
多
く
の
連
絡
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
他
の

地
区
の
調
査
と
比
べ
る
と
、
地

元
地
区
委
員
が
委
任
を
受
け
て
、

代
理
人
に
よ
る
立
会
い
が
多
く

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問
　
当
日
立
会
い
で
き
な
い

方
に
対
し
て
、
後
日
、
対
応
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

答
弁

　建
設
課
長

　
今
回
の
調
査
区
域
に
町
外
所

有
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
日
程

を
変
更
し
て
ほ
し
い
と
い
う
問

合
せ
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
日
程
を
変
更
す
る
と
、
同
日

に
隣
接
す
る
方
と
立
会
い
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
が
、
先
に
隣

接
者
が
境
界
を
確
認
し
て
お
き
、

立
会
い
が
で
き
な
い
方
に
は
、

後
日
、
境
界
杭
を
確
認
し
て
い

た
だ
く
と
い
っ
た
形
を
取
り
な

が
ら
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

質
問
　
参
加
で
き
な
い
所
有
者

か
ら
「
委
任
状
」
が
提
出
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

答
弁

　建
設
課
長

　
現
地
立
会
い
の
案
内
文
を
送

付
す
る
と
き
は
、
必
ず
所
有
者

に
よ
る
立
会
い
を
し
て
い
た
だ

く
か
、
代
理
人
へ
の
委
任
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

地
籍
調
査
に
つ
い
て

古川 眞
議員
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

◎
中
島
　
　
洋

○
古
川
　
　
眞

黒
井
　
美
晴

榎
本
　 

一 

平

杉
谷
　
考
祥

前
田
　
憲
男

◎委員長
○副委員長

　
総
務
産
建
常
任
委
員
会
で

は
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
と

し
て
「
防
災
に
つ
い
て
」
を

調
査
す
る
た
め
に
、
能
登
半

島
地
震
の
災
害
派
遣
さ
れ
た

職
員
か
ら
災
害
派
遣
活
動
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

【
日
時
】

　
令
和
６
年
８
月
20
日（
火
）

　
印
南
町
で
は
、
総
務
課
職
員

１
名
、
企
画
産
業
課
職
員
３
名
、

住
民
福
祉
課
職
員
１
名
、
建
設

課
職
員
１
名
、
生
活
環
境
課
職

員
１
名
の
合
計
７
名
の
職
員
が

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
派
遣
さ
れ
た
職
員
は
、
リ
エ

ゾ
ン
業
務
（
連
絡
調
整
員
）
や
、

避
難
所
運
営
支
援
業
務
、
住
家

被
害
認
定
調
査
業
務
、
公
費
解

体
受
付
支
援
業
務
、
り
災
証
明

発
行
支
援
業
務
と
各
種
業
務
に

従
事
し
ま
し
た
。

　
リ
エ
ゾ
ン
業
務
で
は
、
能
登

町
の
災
害
対
応
に
関
す
る
情
報

の
和
歌
山
県
危
機
管
理
局
へ
の

報
告
、
和
歌
山
県
の
避
難
所
支

援
要
員
の
受
け
入
れ
、
案
内
、

後
方
支
援
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

避
難
所
運
営
支
援
業
務
で
は
、

避
難
所
で
の
食
事
の
配
膳
や
、

各
支
援
物
資
毎
の
仕
分
け
等
を

行
い
ま
し
た
。

　
避
難
所
で
は
、
避
難
者
も
ス

ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
お
り
、
さ

さ
い
な
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な

り
や
す
い
印
象
が
あ
り
、
職
員

は
聞
き
役
に
徹
す
る
の
が
必
要

と
感
じ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で

は
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
と

し
て
「
一
般
廃
棄
物
の
処
理

に
つ
い
て
」
を
調
査
す
る
た

め
に
、
生
活
環
境
課
長
か
ら

町
内
の
ご
み
処
理
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
た
後
、
御
坊

広
域
清
掃
セ
ン
タ
ー
を
視
察

し
ま
し
た
。

【
日
時
】

　
令
和
６
年
８
月
７
日（
水
）

　
御
坊
広
域
清
掃
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
、
令
和
２
年
10
月
に
工

事
が
始
ま
り
、
こ
の
春
に
完
成

し
た
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
施
設
整
備
及
び
ご
み
焼

却
施
設
基
幹
的
設
備
改
良
工
事

の
完
成
後
の
施
設
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
施
設
を
建
設
し
、
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
を
、
製
紙
工
場
の

ボ
イ
ラ
ー
燃
料
に
資
源
化
す
る

目
的
で
加
工
し
て
お
り
、
廃
プ

ラ
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
に
資

す
る
事
業
や
ご
み
処
理
施
設
の

基
幹
的
な
整
備
を
改
良
し
、
二

酸
化
炭
素
削
減
対
策
な
ど
環
境

に
、
よ
り
優
し
い
ご
み
処
理
に

努
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

総
務
産
建
常
任
委
員
会
報
告

◎
木
村
　
栄  

一

○
谷
　
　
章
資

玉
置
　
克
彦

岡
本
　
庄
三

　
山
　
智
文

堀
口
　
晴
生

◎委員長
○副委員長

委員会活動報告
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地球環境保護のために、再生紙を使用しています。

広
報
特
別
委
員
会
研
修
に
参
加

　
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
、
４
年

目
に
し
て
初
め
て
研
修
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
３
時
間
目
の
講
義
で
は
、「
読

ま
れ
な
い
議
会
だ
よ
り
に
出
す

意
味
な
し
」、
こ
の
言
葉
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
約
10
年
か
け
て

広
報
誌
の
改
革
に
取
り
組
み
、

全
国
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る

埼
玉
県
寄
居
町
の
女
性
広
報
委

員
長
の
講
義
で
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
続
け

る
こ
と
で
議
会
も
締
ま
り
、
町

の
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
委
員
の
議
会

だ
よ
り
に
対
す
る
意
識
も
少
し

変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

開
催
日
時
　
令
和
６
年
９
月
25
日

開
催
場
所
　
東
京
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

委
員
長
所
見

中島委員 谷委員

黒井委員 古川委員

　山副委員長

読
む
人
の
視
点
で

興
味
を
も
っ
て
頂
け
る
議
会
だ
よ
り
を

作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
議
会
広
報
の
運
営
に

生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
字
数
が
多
い
と
読
む
気
を

減
衰
さ
せ
ま
す
。

短
い
文
で
意
思
を
伝
え
る
文
書
を

心
が
け
ま
す
。

前田委員長

読
む
よ
り
も
見
れ
ば
分
か
る

広
報
の
発
行
。

ゴ
ミ
箱
直
行
阻
止
！

読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
は

文
字
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
必
要
。

活
字
を
減
ら
す
・
写
真
で
伝
え
る

工
夫
に
て
、更
な
る
魅
力
あ
る

「
議
会
だ
よ
り
」に
努
め
ま
す
。

議会広報特別委員会 ■ 委員長　前田　憲男　■ 副委員長　　山    智文
■ 委　員　黒井　美晴 / 谷　 章資 / 中島 　洋 / 古川 　眞　
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